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が可能な高速 SICM を開発した。高速 SICM は、冗長なピペットの移動距離を削減し、高


















































しかし、CPPs の流入機構の詳細や CPPs が細胞膜に及ぼす形態的な影響は未だ議論が進行
中である。CPPs の内在化に伴う膜動態を明らかにするため、開発した CLSM と高速 SICM
の複合装置を用い、R8流入に起因する膜形状変化を計測した。 
R8 の流入課程には大別して二種類存在し、低濃度ではマクロピノサイトーシスで、高濃
度では細胞膜を直接透過することで内在化することが知られている。2 µM R8-Alexa 存在下
の膜動態を計測すると、膜のラフリングを伴うマクロピノサイトーシス動態が観察された。
一方 R8-Alexa 濃度を 20 µM に上げると、R8-Alexa の流入領域で数µm のブレブ構造と、近







R8-Alexa の直接膜透過との強い関係が示唆している。  
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 第 2 章では、本論文中で共通する基本的な実験操作、電気化学顕微鏡の基本構成、走査アルゴリズムの詳細を記
述している。 
 第3章は、本論文の主題である新規電気化学顕微鏡の開発に関わる章である。スキャンレートを50倍以上改善し






















    
 
 
